
弾道ミサイル発射対応マニュアル   朝霞市立朝霞第三小学校 

状況 在校時 登下校中 校外学習中 

注

意

情

報 

 

J ア ラ ー ト 等 を 通 じ た 緊 急 情 報 

放送「ミサイル発射情報がありました。

落下の可能性があります。身を

守る準備をしなさい。」 

児童の安全確保 

○的確な指示・避難行動の確認 

・外にいる児童は校舎内、教室へ移動 

・教室内、できるだけ中央に。 

・窓、カーテンを閉める。 

・机の下に避難 

・頭、首の保護（防災頭巾） 

○児童を勇気づける。 

安全確保 

・登下校前は自宅・学校で待機。 

・近くの建物へ避難する。 

 （建物に避難できない場合は

物陰に身を隠すか地面に

伏せる。） 

・近くの大人に助けを求める。 

・頭、首の保護 

児童の安全確保 

○的確な指示 

＜宿泊所等、室内にいる場合＞ 

・できるだけ窓から離れる。 

・窓、カーテンを閉める。 

・頭、首の保護 

＜屋外活動中の場合＞ 

・安全な場所へ直ちに避難させる。  

 

 

 

 

 

ミ 

 

 

サ 

 

 

イ 

 

 

ル 

 

 

通 

 

 

過 

 

 

後 

 

＜情報の収集＞ 

着弾した場合 

放送「先生方は状況を報告してくだ

さい。児童はその場に待機し

なさい。」 

○児童を落ち着かせる。 

○児童の安否、被害状況を確

認し、管理職へ報告する。 

○負傷者の応急手当を行う。 

○行政からの指示があればそ

れに従う。 

○近くに着弾した場合、窓は

開けない。（密閉） 

着弾せずに通過した場合 

○授業を再開する。 

 

※教育活動続行不可の場合 

 学校災害対策本部の設置 

着弾した場合 

・安全に移動できる自宅または

学校へ移動する。近くに着弾

した場合は、ハンカチで口と

鼻を覆いながら、現場から直

ちに離れる。 

・通学班の高学年は低学年と一

緒に行動する。 

自宅へ戻った場合 

・児童の安否確認のため、通

学路の巡視及び自宅への連

絡、確認を行う（学校対応） 

・自宅に戻った場合は、その旨

を学校に連絡する。 

下校途中、学校に戻った場合 

・安全確認後、教職員が付き

添って下校する。 
 

状況把握・報告 

○児童を落ち着かせる。 

○児童の安否、被害状況を確認

して学校へ報告する。 

○被害状況により、消防、救急

に連絡する。 

○負傷者の応急手当を行う。 

 

 

※教育活動続行不可能 

学校災害対策本部設置 

・家庭への連絡、教育委員会へ

の状況説明 

・メール配信、HPによる情報

提供（帰校等） 

・旅行会社との連絡 

 

※教育活動続行可能 

・校外行事再開 

・メール配信、HPによる情報

提供 
学校災害対策本部設置（校長・教頭・安全主任他） 

 ・情報収集及び関係機関との連絡（教頭） 

 ・移動場所の決定、児童の誘導（校長・各学級担任） 

 ・情報発信：メール配信、HP 等による情報提供 

一斉下校を行う場合 

・教職員は、通学路の安全点検、下校の引率を実施する。 

・下校時刻前に保護者が迎えに来た場合は、その時点で引き渡す。 

・下校後、家に誰もいない児童に関しては、保護者が迎えに来る

まで学校に児童を待機させる場合もある。 

・放課後児童クラブの児童は、放課後児童クラブへ行く。 

引渡しを行う場合 

・迎えに来られない場合は、保護者が来るまで学校で安全を確保する。  

○児童に対するメンタルサポート 

 


